
　

多
く
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
ネ
ッ
ト
）
は
今
や
大
変
便
利
な
生
活

ツ
ー
ル
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
が
で
き
、

欲
し
い
情
報
も
す
ぐ
手
に
入
り
ま
す
。
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
イ
ン
等
を
使
い
、

コ
メ
ン
ト
や
写
真
・
動
画
を
手
軽
に
投
稿
し
、

多
く
の
人
と
交
流
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
の
反
面
、
ネ
ッ
ト
に
は
大
き
な
危
険
が

潜
ん
で
い
ま
す
。
匿
名（
名
前
を
隠
す
こ
と
）

で
発
信
で
き
る
こ
と
で
、
人
権
侵
犯
に
つ
な

が
る
誹
謗
中
傷
や
差
別
の
投
稿
が
後
を
絶
た

な
い
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
拡

散
さ
れ
完
全
に
消
す
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、

発
信
者
を
特
定
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
る
の

で
す
。

　

２
０
２
０
年
５
月
23
日
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

所
長　

乾
　
和
彦 

さ
ん

阿
南
市
本
庄
教
育
集
会
所

の
木
村　

花
さ
ん
が
自
ら
命
を
絶
ち
ま
し

た
。
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組
に
出
演
し
て
い

た
彼
女
の
言
動
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
激
し
い
誹
謗

中
傷
を
受
け
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
怖
い
所
は
、
匿
名
を
盾
に
過

激
化
し
た
膨
大
な
量
の
誹
謗
中
傷
が
被
害

者
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
は
一
気

に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
す
。
こ
の
事
件
は

国
を
動
か
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
４
月

に
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
制
限
法
」
が
改

正
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
で
誹
謗
中
傷
し
た
投
稿

者
が
特
定
し
や
す
く
な
り
、
被
害
者
が
迅

速
に
名
誉
回
復
や
賠
償
請
求
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
７
月
に
は
刑
法
が
改
正
さ

れ
、
懲
役
刑
の
導
入
や
時
効
を
３
年
に
延

長
す
る
こ
と
で
侮
辱
罪
は
よ
り
厳
罰
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
木
村　

花
さ
ん
を

誹
謗
中
傷
し
た
複
数
の
投
稿
者
が
、
侮
辱

容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
た
り
賠
償
命
令
が

下
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
12
月
施
行
の
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
部
落

差
別
解
消
推
進
法
）
の
第
一
条
に
、「
現

在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も

に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別

に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
」

と
同
和
問
題
の
現
実
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
制
定
の
き
っ
か
け
は
、
２
０

１
６
年
に
起
こ
っ
た
「
鳥
取
ル
ー
プ
（
ブ
ロ

グ
名
）・
示
現
舎（
出
版
社
名
）」に
よ
る「
全

国
部
落
調
査
」
復
刻
版
出
版
事
件
で
す
。

　

彼
ら
は
２
０
１
６
年
２
月
に
約
５
３
０

０
の
被
差
別
部
落
の
地
名
・
世
帯
数
な
ど

を
一
覧
に
し
た
戦
前
の
報
告
書
「
全
国
部

落
調
査
」
の
復
刻
出
版
を
告
知
し
、
ネ
ッ

ト
上
に
地
名
一
覧
を
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
晒
す

こ
と
）し
ま
し
た
。こ
れ
は
、水
平
社
結
成
以

来
１
０
０
年
に
わ
た
る
多
く
の
人
び
と
の

部
落
差
別
解
消
の
努
力
を
踏
み
に
じ
る
行

為
で
す
。
こ
の
事
件
に
対
し
て
、
２
０
１

６
年
４
月
に
２
４
８
人
の
個
人
と
部
落
解

放
同
盟
が
原
告
と
な
り
「
鳥
取
ル
ー
プ
・

示
現
舎
」
を
東
京
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
原
告
団
は
２
０
２
１
年
９
月
の

東
京
地
裁
判
決
は
不
十
分
だ
と
し
て
東
京

高
裁
に
控
訴
し
ま
し
た
。
東
京
高
裁
判
決

が
出
た
の
は
２
０
２
３
年
６
月
で
す
。

　

内
容
は
、
出
版
の
差
止
め
、
ネ
ッ
ト
上

で
の
デ
ー
タ
配
布
の
禁
止
、
デ
ー
タ
の
二

次
利
用
の
禁
止
を
認
め
る
一
審
の
判
断
を

維
持
し
た
上
で
、
差
止
め
範
囲
を
一
審
判

決
の
25
都
府
県
か
ら
６
県
増
の
31
都
府
県

に
拡
大
し
ま
し
た
。
６
県
に
は
徳
島
県
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
東

京
高
裁
が
「
差
別
さ
れ
な
い
権
利
」
を
人

格
権
の
内
容
と
し
て
認
め
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
高
裁
判
決
は
「
差
別
さ
れ
な
い

権
利
」
を
認
め
な
が
ら
、
全
国
41
都
府
県

す
べ
て
の
差
止
め
を
認
め
な
か
っ
た
点
、

部
落
解
放
同
盟
の
業
務
遂
行
権
の
侵
害
を

認
め
な
か
っ
た
点
等
に
よ
り
原
告
団
は
上

告
し
ま
し
た
。

　

阿
南
市
で
は
２
０
２
２
年
11
月
頃
か
ら
、

「
旨
塩
き
ゅ
う
り
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
）」
に

よ
っ
て
複
数
の
隣
保
館
周
辺
の
町
並
み
が

盗
撮
さ
れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
で
ア
ウ
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

同
様
の
被
害
は
、
阿
南
市
以
外
の
市
町
や
他

県
で
も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
稿
欄
の
概
要
に
は
「
昭
和
レ
ト
ロ
な
街

並
み
、
同
和
地
区
（
現
在
は
古
い
団
地
に
変

更
）、バ
ラ
ッ
ク
街
、そ
の
他
を
探
訪
し
ま
す
」

と
あ
り
、
明
ら
か
に
部
落
差
別
を
目
的
と
し

た
動
画
投
稿
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
阿
南
市
や
教
育
委
員
会
、

隣
保
館
、
教
育
集
会
所
等
で
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
削
除
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
早
期

の
削
除
は
難
し
い
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
差
別
動
画
投
稿
の
背
景
に
、
条
件

を
満
た
せ
ば
広
告
や
再
生
回
数
等
で
収
益
化

で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
差
別
動
画

の
規
制
が
不
十
分
な
現
在
、
ネ
ッ
ト
で
は
差

別
の
拡
散
で
収
入
を
得
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す
。
今
後
、
事
業
者
に
よ
る
禁

止
規
定
の
改
正
や
法
律
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
防
止
の
た
め
の
法
整
備
や
人

権
教
育
・
啓
発
の
推
進
は
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
部
落
差
別
に
つ
い
て
、

自
ら
の
実
体
験
以
外
か
ら
知
識
を
得
て
い
る

現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
同
和
問
題
を

「
自
分
事
」
と
捉
え
る
機
会
の
場
が
必
要
で
す
。

　

本
庄
教
育
集
会
所
で
は
毎
年
11
月
３
日
に
、

「
人
権
文
化
の
発
信
」
と
「
交
流
」
を
目
的

と
し
た
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
と

同
和
問
題
の
現
実

（42）
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